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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年10月17日(2019.10.17)

【公表番号】特表2018-529681(P2018-529681A)
【公表日】平成30年10月11日(2018.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-039
【出願番号】特願2018-512880(P2018-512880)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   9/6584   (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/531    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    9/6584   ＣＳＰ　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｊ
   Ｇ０１Ｎ   33/531    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月5日(2019.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式(I)：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（I）
（式中、R1aは、水素又は-(CH2)m-Xから選択され；
R2aは、-(CH2)n-Yであり；
R3a、R4a、R5aは、それぞれ独立に水素、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、シアノ、C1-C6
アルキル、C2-C6アルケニル、C2-C6アルキニル、C3-C7シクロアルキル、5-10員ヘテロシ
クリル、アリール、アラルキル、5-10員ヘテロアリール、C1-C6アルコキシ、C1-C6アルコ
キシ(C1-C6)アルキル、アリールオキシ、ハロ(C1-C6)アルキル、ハロ(C1-C6)アルコキシ
、C1-C6アルキルチオ、アリールチオ、アミノ(C1-C6)アルキル、ニトロ、O-カルバミル、
N-カルバミル、O-チオカルバミル、N-チオカルバミル、C-アミド、N-アミド、S-スルホン
アミド、N-スルホンアミド、C-カルボキシ、O-カルボキシ、アシル、及びオキソ(=O)から
選択され；
Xは、アミン、チオール、カルボン酸、ヒドラジド、ヒドラジン、オキシム、又はヒドロ
キシルアミンから選択される官能基であり；
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Yは、ヒドロキシ、アミン、チオール、カルボン酸、ヒドラジド、ヒドラジン、オキシム
、又はヒドロキシルアミンから独立に選択される官能基であり；かつ、
m、及びnは、それぞれ独立に2～10の整数であり、
ただし、R1aが水素である場合は、Yはヒドロキシル基ではない）
の構造を含む化合物。
【請求項２】
　R1aが水素である、請求項1に記載の化合物。
【請求項３】
　R1aが-(CH2)m-Xである、請求項1に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項1～3のいずれか1項に記載の化合物を含む免疫原であって、前記化合物が前記化
合物の官能基X又はYを介して免疫原性ポリマー又は担体に共有結合している、前記免疫原
。
【請求項５】
　サンプル中のシクロホスファミド及び／又はイホスファミドの存在を検出するための、
試薬を含むキットであって、前記試薬の1つが、請求項1～3のいずれか1項に記載の化合物
の官能基X又はYを介して前記化合物に共有結合している担体の接合体である、前記キット
。
【請求項６】
　Xに共有結合している担体をさらに含み、前記担体が、アルブミン若しくはそのフラグ
メント、血清タンパク質、リポタンパク質、ウシ血清アルブミン(BSA)、キーホールリン
ペットヘモシアニン(KLH)、オボアルブミン、ウシチログロブリン(BTG)、合成ポリ(アミ
ノ酸)、ポリアミノ-多糖、ポリ核酸、ポリアミノ酸、多糖、又は固体粒子の少なくとも1
つを含む、および/または、
　Yに共有結合している担体をさらに含み、前記担体が、アルブミン若しくはそのフラグ
メント、血清タンパク質、リポタンパク質、ウシ血清アルブミン(BSA)、キーホールリン
ペットヘモシアニン(KLH)、オボアルブミン、ウシチログロブリン(BTG)、合成ポリ(アミ
ノ酸)、ポリアミノ-多糖、ポリ核酸、ポリアミノ酸、多糖、又は固体粒子の少なくとも1
つを含む、
請求項1～3のいずれか1項に記載の化合物。
【請求項７】
　請求項6に記載の化合物に特異的に結合する抗体。
【請求項８】
　下記式(III)の非環式シクロホスファミドに対する解離定数(Kd)の数値的に1/10未満で
ある解離定数で環式シクロホスファミドに結合する、請求項7に記載の抗体。

　　　　　　　　　　　　　　　　(III)
【請求項９】
　シクロホスファミドに特異的に結合する抗体の作製方法であって、
　　請求項4に記載の免疫原又は6に記載の化合物を宿主生物に投与すること；
　　前記宿主生物から抗体産生細胞又は抗体を単離すること；及び
　　前記抗体産生細胞由来の抗体又は前記宿主生物由来の抗体をシクロホスファミドへの
親和性についてスクリーニングすること、
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を含む、前記方法。
【請求項１０】
　抗体産生細胞が単離され、前記抗体産生細胞に由来する抗体がシクロホスファミドへの
親和性についてスクリーニングされ、かつシクロホスファミドに特異的に結合する抗体が
モノクロナールである、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　式(III)の非環式代謝物に比べてシクロホスファミドに特異的に結合する抗体について
スクリーニングすることをさらに含む、請求項9または10に記載の方法。
【請求項１２】
　イホスファミドに特異的に結合する抗体の作製方法であって、
　　請求項4に記載の免疫原又は請求項6に記載の化合物を宿主生物に投与すること；
　　前記宿主生物から抗体産生細胞又は抗体を単離すること；及び
　　前記抗体産生細胞由来の抗体又は前記宿主生物由来の抗体をイホスファミドへの親和
性についてスクリーニングすること、
を含む、前記方法。
【請求項１３】
　抗体産生細胞が単離され、前記抗体産生細胞に由来する抗体がイホスファミドへの親和
性についてスクリーニングされ、かつイホスファミドに特異的に結合する抗体がモノクロ
ナールである、請求項12に記載の方法。
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